
地
方
議
会
に
占
め
る
女
性
議
員
比
率
を
み

る
と
、
福
島
県
は
「
全
国
最
下
位
」（
２
０

０
０
年
12
月
現
在
、
総
務
省
調
べ
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
政
策
等
の
立

案
及
び
決
定
へ
の
共
同
参
画
」
の
観
点
か
ら

み
て
、
ま
こ
と
に
ゆ
ゆ
し
き
事
態
と
い
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
事
態
を
少
し
で
も

改
善
し
よ
う
と
、
研
究
テ
ー
マ
は
「
福
島
県

に
お
け
る
女
性
の
政
治
参
画
」
と
い
う
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

世
界
的
に
み
る
と
、
日
本
は
「
経
済
大
国
」

で
す
が
、
男
女
共
同
参
画
に
お
い
て
は
「
発

展
途
上
国
」レ
ヴ
ェ
ル
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
国
連
のH

um
an
D
evelopm

ent
Report2002

に
よ
る
と
、
日
本
は
G
E
M

（
立
案
及
び
決
定
へ
の
女
性
の
参
画
度
を
測

る
指
数：

G
ender

E
m
pow
erm
ent

M
easure

）
第
32
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
世
界
の
な
か
の
日
本
」、「
日
本

の
な
か
の
福
島
県
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
ま
し
た
。

１
　
世
界
的
な
動
き
の
な
か
で
男
女
共
同
参
　

画
を
捉
え
る
、
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
　

視
点
。

２
　
「
世
界
の
な
か
の
日
本
」
と
い
う
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
に
く
わ
え
、「
日
本
の

な
か
の
福
島
県
」
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な

視
点
を
組
み
入
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
グ

ロ
ー
カ
ル
」
と
い
う
総
合
的
視
点
を
駆

使
し
て
、
本
県
の
特
徴
、
地
域
的
特
性

を
解
明
す
る
。

３
　
本
県
の
地
域
的
特
性
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
他
の
都
道
府

県
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
原
因
や

現
状
を
分
析
す
る
。

４
　
最
後
に
、今
後
の
改
善
の
方
向
と
し
て
、

地
方
分
権
・
地
方
自
治
と
い
う
制
度
改

革
と
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
地
域
再
生
政
策
の
な
か
で
、
男
女
共
　

同
参
画
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
提
言

す
る
。

県
内
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
の
み

な
さ
ん
の
ナ
マ
の
声
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

５
４
０
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
２
２
１
名
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
（
回
答
率
41
％
）。
そ
こ
か
ら
、
次
の

よ
う
な
ナ
マ
の
声
が
挙
が
っ
て
き
ま
し
た
。

∏
　
女
性
蔑
視
・
性
別
役
割
分
担
の
言
動
が

顕
著
な
の
は
、
と
く
に
「
50
歳
代
以
上
　

の
役
職
男
性
」
で
、
地
域
で
も
職
場
で
も

最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

π
　
男
性
中
心
の
「
働
き
蜂
」
の
「
経
済
大

国
」
・
「
生
活
小
国
」
で
あ
っ
た
こ
れ
ま

で
の
日
本
社
会
を
、
こ
れ
か
ら
は
「
女
性

の
視
点
、
生
活
者
の
視
点
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
を
通
し
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
、「
生
活
大
国
」
へ
と

つ
く
り
か
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
も
地
域
で
も
職
場
で
も
、
あ
ら
ゆ

る
場
に
お
け
る
意
思
決
定
へ
の
女
性
の
参

画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
議
員
空
白
地
域
は

過
疎
地
域
と
重
な
る

次
ペ
ー
ジ
の
「
図
１
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、「
県
内
90
市
町
村
に
お
け
る
女
性

議
員
累
計
」（
１
９
５
９
年
４
月
か
ら
２
０

０
２
年
３
月
ま
で
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
、「
過
疎
地
域
町
村
一
覧
」（「
図
２
）

を
重
ね
て
見
て
く
だ
さ
い
。「
女
性
議
員
空

白
地
域
」
と
「
過
疎
地
域
」
が
ほ
ぼ
一
致
し

ま
す
。

本
県
の
場
合
、
過
疎
地
域
は
、
南
会
津
と

阿
武
隈
山
系
の
中
山
間
地
に
代
表
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
地
域
は
、
同
時
に
女
性
の
政
治
参

画
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
本
県
が
「
最
下
位
」
を
脱
出
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
女
性

の
社
会
進
出
が
決
定
的
で
す
。
女
性
の
社
会

進
出
を
軸
に
し
た
地
域
づ
く
り
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
21
世
紀
の
地
方
分
権
と
地

域
再
生
は
、
中
山
間
地
に
お
い
て
も
都
市
部
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福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
我
が
国
の
第
一
線
の
研
究
者

に
よ
る
学
術
研
究
と
し
て
「
公
募
研
究
」
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

地
域
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
上
で
の
問
題
点
を
探
る
た
め
、

職
員
に
よ
る
「
自
主
研
究
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
に
紹
介
し

ま
し
た
「
多
世
代
同
居
に
関
す
る
調
査
」
結
果
に
引
き
続
き
、
今
回

は
平
成
13
年
度
専
門
研
究
員
（
後
藤
宣
代
）
に
よ
る
研
究
報
告
書
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

研
究
の
趣
旨

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
自
主
研
究
報
告

「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
地
域
再
生
―

福
島
県
に
お
け
る
女
性
の
政
治
参
画
の

過
去
・
現
在
・
未
来
―
」
の
概
要

研
究
の
方
法

報
告
書
の
内
容
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に
お
い
て
も
、
女
性
の
社
会
進
出
を
軸
に
し

た
地
域
づ
く
り
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。

「
失
わ
れ
た
10
年
」
か
ら

「
獲
得
さ
れ
た
10
年
」
へ

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
90
年
代
の
日
本
は
「
失

わ
れ
た
10
年
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
男

女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
「
獲
得
さ

れ
た
10
年
」
と
い
え
ま
す
。
世
界
的
に
み
る

と
、
１
９
９
５
年
に
国
連
第
四
回
女
性
会
議

（
北
京
会
議
）
が
開
か
れ
、
１
９
９
９
年
に

は
日
本
で
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
成

立
、
本
県
で
も
男
女
共
同
参
画
条
例
が
成
立

し
、
男
女
共
同
参
画
の
動
き
は
、グ
ロ
ー
バ

ル
に
も
ロ
ー
カ
ル
に
も
、
着
実
に
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。長
ら
く
男
女
別
学
を
採
用
し
て

き
た
本
県
の
県
立
高
校
も
、
完
全
男
女
共
学

化
が
実
現
し
、
各
方
面
で
男
女
共
同
参
画
の

「
先
進
県
」へ
の
動
き
が
加
速
さ
れ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
の
社
会
は
、「
情
報
公
開
・
住
民

参
加
型
」
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
オ
ー

プ
ン
（
公
開
・
共
有
）
で
フ
ラ
ッ
ト
（
対

等
・
平
等
）
な
人
間
関
係
が
基
本
と
い
え
ま

す
。
ま
こ
と
に
男
女
共
同
参
画
社
会
こ
そ
、

21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
と
い
え
ま
し
ょ

う
。21

世
紀
の
始
ま
り
に
あ
た
っ
て
全
国
の
地

域
は
、
地
方
分
権
と
男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
と
い
う
「
２
つ
の
課
題
」
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
地
方
分
権
の
担
い
手
は
、
地
域
づ
く

り
に
参
画
す
る
男
性
と
女
性
で
す
。
地
域
の

意
思
決
定
に
男
女
が
と
も
に
共
同
参
画
を
す

る
こ
と
を
通
し
て
、「
新
し
い
豊
か
さ
」
が

実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

21
世
紀
に
む
け
て
の
地
域
づ
く
り
と
「
新

し
い
豊
か
さ
」
と
い
え
ば
、
本
県
で
は
、
20

世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
で
提
唱
さ
れ
た
バ
ウ
ハ

ウ
ス
運
動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
は
、
20
世
紀
の
重
化
学
工
業
を
素
材
に
し

た
住
宅
を
中
心
に
、
都
市
・
生
活
空
間
を
建

設
し
、
全
体
と
し
て
「
生
活
の
芸
術
化
」
を

め
ざ
す
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
理
念
は
、

21
世
紀
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を
通
し
て
、

開
花
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
報
告
書

は
、
男
女
共
同
参
画
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

が
、
地
域
再
生
や
「
新
し
い
豊
か
さ
」
へ
の

広
が
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め
―
21
世
紀
の
う
つ
く
し
ま

づ
く
り
へ
の
展
望
―

図1

図2

※「福島県過疎地域自立促進方針（前期）」平成12年9月・福島県


